
ノーリフティングケア
実践報告
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特別養護老人ホーム百石荘 開始前
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23名

職場内の腰痛発生要因と考えられる事項

開始前の職場環境
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３目標【モデル施設向け研修終了後、どのような状態になっているか】

・職員の腰痛をゼロにする

・拘縮を作らない施設にする

・介護者の腰痛を防ぎ、離職率の低下につなげ人材確保を目指す

・介護者の意欲向上につなげる
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リンクスタッフ

ユニットリーダー
大坂事務 小向

東

ユニットリーダー
木村

中野 6豊野川口 福島 鈴木

介護主任
橋本

看護主任
多田



ノーリフティングケア理解度チェック

正答率
・介護職 87.8％
・事務 96.0％
・調理 84.5％
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ノーリフティングケア理解度チェック

正答率
・介護職 97.9％
・事務 98.6％
・調理 99.2％
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腰痛調査
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研修の取り組み経過

①ノーリフティングケアを取り組むための、意識・知
識が不足していた。また必要な福祉用具も少なく、０
からのスタートで開始！
②５月：ノーリフティングケアの知識をスタッフ

に講習。
③５月：腰痛調査、リスクに対する対応策を実施。
④６月：スタッフの健康管理の体制、利用者アセ

スメント開始。
⑤６月：スライディングシート、グローブ、寝返

り実技講習の実施。 12



⑥７月：環境整備、リスクマネジメントの体制を
整えている。

⑦７月：スライディングボード、起居、立ち上が
り、座り直しの技術講習実施、福祉用具の管理。

⑧９月：床走行リフト、スタンディングリフトの
技術講習実施。

⑨９月～１０月：アセスメント完成

⑩１０月：取り組み状況を施設長へ報告。取り組
みが認められ、ノーリフティングケアが推進され
ていく。
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① 腰痛調査結果に対する対応策 ②リスクマネジメントに対する対応策 ③結果・効果 

不良姿勢を調べる ①ベットの高さをその都度調整する  ギャッジアップを効果的に使えていなか

った（特に足側）事に気付いた 

 リモコンを使用する事で楽にできた 

②柵をしたままのおむつ交換が見られ

ていた 

 安全面を考えて行っていた者もいたが、

見直しを行い、腰への負担を理解した 

③トランスファー時の体の使い方  持ち上げが主になっていた事に気付いた 

 

不良姿勢の例
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①腰痛調査結果に対する

対応策 

②リスクマネジメントに対する

対応策 

③結果・効果 

（STEP2 の教育を通して） 

利用者の気持ちを理解する 

 

 

 

 

①介護される側を体験する  介護者の手が体に入る際、痛みを感じた。この不

快感が筋緊張につながるのではないかと感じた 

 利用者の気持ちを意識するようになった 

 足が床についている事で安心して介護してもら

えた 

腰痛調査結果にて、精神面に

疲労が強いスタッフ 3名 

メンタルヘルス面談を行う 

 

 

定時にストレッチを行う ストレッチを放送を通じてスタ

ッフに行ってもらう 

 

※クロックスやナースシューズを廃止して、全職員踵のあ
るシューズを履いている。達成率１００％
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①ベッドの高さ調整を活用し、負担の少ない姿勢で介助してい
くように指導していく

②エアーマット使用者が19名いるが、トランスファー時、座位保持が

安定しない為、オムニマットの使用を検討

③体のメカニズムの理解が不可欠

④残存能力を活かす重要さを実感するとともに、個々のアセス
メトの重要性を感じた。

⑤実践・実感してもらう事で、理解度が増したので、今後もと
り入れていく
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健康調査シート作成。

・新人スタッフ 3カ月に1回
その他のスタッフ 年に2回(7月、12月)

・腰だけでなく、肩、首、腕、手指、下肢の
部分別に症状を調査を行っていく。

・最近1カ月間の日常生活の不便・苦痛を調
査し、産業医に見てもらい、気になった方を
産業医から個別で面談を行っていく。

・ノーリフティング委員会より各部署に腰痛
予防の教育を進めていく。

・悪化予防策として、腰痛のあるスタッフに
関しては個別に面談を行い、対応していく。
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教育体制

〇マニュアルの作成(動画、写真を使用し作成)

・ケア用

・教育用(実践テキスト、技術指導の為の動画作成予定)

〇新人、在籍職員指導頻度

・半年に１回実技講習、現場でチェック項目を使用し確認。

(委員会メンバーが就業時間にチェックを行う。)

・新人職員は、入社して２週間指導期間中に実施。

〇講師の育成について

OFF JT・・・ベーシック研修への参加。

OJT     ・・・教育担当大坂が実践テキスト(指導者用)使用し、講習していく。
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対象者へのアセスメント

1 対象者の抽出

・残存機能を有効活用できていない方
・スタッフの介助方法に統一性がない方

様式

2 アセスメント

・研修様式を使用し、アセスメントを行う

3 アセスメント終了時期

・毎月15名を目標に、9月末終了予定
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アセスメントの実施状況

①ノーリフティング推進メンバーとリンクスタッフ
により、アセスメントを行う。

②9月末で50名全員終了。達成度100％

③10月以降福祉用具の優先順位を決める。
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①ADLの把握が曖昧で、介助方法の統一が大きな課題である

②介助方法の統一と伝え方・伝える方法も再検討が必要

③利用者様一人一人に対して、残存機能の活用や、福祉用具
を使用する際の最善の方法を考えることができた

④アセスメントの取り方の指導方法・伝え方を見直す機会
となった

⑤ケアプランに落とし込んでいけるよう全スタッフに指導し
ていく 21



技術：寝返り、シート・グローブ使用の理解

実施期間 7/1～1ヶ月間
時間帯 勤務時間内 20～30分
実施人数 2～3名（理解度を把握するため）
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①スライディングシート利用の際、横移動のしやすさを実感した。
上下移動の際、今までの抱える介助の苦痛を実感するスタッフ
もいた

②体重移動で利用者様の横移動が行い易いという意見もあった

③勤務年数が長いスタッフほど、体重移動がうまくできず、腕の
力に頼っていた。

④体重移動での介助は行っていなかったため、足がきついと訴え
たスタッフがいた。

⑤朝の体操の時間に腰痛予防体操の中に、体重移動の動作や筋力
トレーニングも行う
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①グローブ使用の際、介助時手を入れる場面では、痛みや不快感
を感じた。

②硬いマットの方が、スライディングシートの効果があった。

③エアーマット使用時は、グローブ使用が効果的であった。腕に
かかる利用者様の体重がエアーマットの効果で分散され、体験
したスタッフもあまり不快感を感じなかった。
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腰痛予防体操
 朝の朝礼前に１回、朝夕の申し送り時に１回ずつ行う。(計３回)
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環境整備

1 タッチポスターの活用 ２ ノーリフティング取り組みボードを作成。

不定期で内容
を変更してい
く。
※現在２回目
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環境整備

スライディン
グシート入れ

作成
※現在3ヵ所

ごみ箱に台車
を装着。

持ち上げない
ように工夫‼
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リスクマネジメント体制を整える
（インシデントを収集する）

•手順

①インシデントの具体例を挙げ、取り組み内容について説
明をする。

②お気付き箱を設置し、回収・検討する。

③週に一度、箱を確認し、緊急性の高い内容から取り組む。
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期間 インシデントの内容 対応策

実施

誰が いつまでに

8/5
（7/30～8/5）

リクライニングを
廊下に置くが、飛
び出している所
がある。

リクライニングを
置く位置を決め、
緑のテープを張
り位置を固定す
る。

橋本 8/6までに終了。

8/5

物品使用時元の
場所に戻してほ
しい。次に使う人
が分からず、探し
ている間時間が
ロス。

ＳＳ入居者の
チェック時カメラ
を使用しようと
思って探さないと
いけないとの事。
もう一台購入。

全スタッフ 購入検討。

持ち出す時は、
声を掛ける。

8/19

爪切りを買ってく
ださい。

8/21事務へ購入
依頼する。

8/23 6本購入
済み
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全職員がＳＴＥＰ４、５使用方法まで理解できている。
（起き上がり、立ち上がり、座り直し、スライディングボード）

•手順

①7月中に職員用テキストを配布し、職員に伝えていく。

②8月中に2回に分け、技術講習を行い、伝えていく。

・4つのグループに分かれて、指導していく。

(座り直し、起き上がり、立ち上がり、ボード)

③技術チェックシートを使用し、出来ているか評価する。

・出来ていないスタッフには、個別で技術指導する。

技術：スライディングボードの使用と理解
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技術講習の気付き

①グローブがベッドに面している部分に手を入れ
動かす事で、今までやっていた事が、引きずりで
皮膚剥離や褥瘡に繋がっていたのではないかと感
じた。

②時間がかかるという意見もでたが、相手の了解
を得て待つ時間と声掛けをしながら起こす時間と
比較してみましょうと投げかけた。
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③身体の使い方を再確認出来て、立ち上がり等、
動きのメカニズムに対しても理解できたと感じた。

④ポジショニングの重要性、正しく座ることの重
要性を話すことで、ノーリフティングの必要性を
実感できた。
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９，１０月の取り組み
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研修の取り組み経過

11月 ノーリフティング委員会を結成。推進メンバーで構
成している。
シートを活用しての寝返りの講習。
ムーブボードの実技指導。

12月 健康調査実施。
福祉用具購入(ムーブボード)実施。

1月 福祉用具購入(床走行リフト、スタンディングリフト)
実施。
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ノーリフティング委員会発足！

・会議開催

毎月の25日に月１回で開催
時間14時から

・会議内容

現状報告を行い、その月に出た課
題や結果を報告していき、対応対策
を検討していく。

今後の他事業所への推進と、活動
内容を話合っている。

35

委員会
メンバー



連絡ノートでメンバー内で情報を共有しより進み
が加速‼
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１１月の取り組み

• シートを使用しての寝返りの講習。大体半数は実技指導終了。

・スタッフの勤務内にて個別に技術指導

している。

→気付いた点として。

・柵をとって介助しないと危険性がある。

(時間が無いと柵をしたまま行う可能性

がある。)注意の呼びかけが必要。

・スタッフに柵を外しての介助を徹底して促す。
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ムーブボードの実技研修。
• 特浴の外介助と中介助で使用可能と考える。

・職員の中で特殊浴槽の場合はどうしますかと職員から疑問が挙
がった。検討した際に、高知県視察の際に、ムーブボード使用して
いる実例がある為、業者に連絡しレンタルして実践を行っています。
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ムーブボード購入！
・ムーブボードも中用と外用で大きさを変
えている。特浴リフトとストレチャーでは
幅が狭い為、小さいボードが抜けやすく活
用しやすかった。

・入浴後外介助が来るまで移乗できないと
使用して分かった。トランシーバーを
外用と中用で2個用意し活用する。

・ムーブボード使用者を固定している。誘
導、移乗介助専門スタッフを配置している。
・中介助の場合、中介助者と誘導、移乗介
助専門スタッフ。
・外介助の場合、外介助者と誘導、移乗介
助専門スタッフ。配置固定して取り組む。

・土曜日は人数が少なく誘導、移乗介助専
門スタッフがいない場合その日のユニット
担当者が代わりに行っていく。

中介助用

外介助用

39

ムーブボード活用で
特浴時持ち上げ０を

達成‼



12月健康調査実施。
4月との比較。
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・徐々に腰痛保持者が減少して
いる結果となりました。

・元々通院しているスタッフか
らは、まだ実感が沸かない状況
であると、話があるも、床走行
リフトやスタンディングリフト
を使用して、「これだと、腰が
楽で良い」と共感は得られてい
る。今後も実践していき、調査
をしていく事で、腰痛保持者を
少しでも減らしていけるように
いていく。
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床走行リフト、スタンディングリフト購入‼

・デモ機を数回レンタルし、職員の講習と
同時に利用者様へ実践を行っている。
利用者様に適応したリフトを購入出来て

いる。
・様々なスタンディングリフトをレンタル
して行く中で、使用時に上手く立ち上がる
ことが出来ず、業者へ連絡している。機械
に特徴があり適応しない利用者様がいる事
が分かり、結果両リフト、パラマウント
ベッドのリフトを購入している。

・床走行では、数名ピックアップ(体重が
重い方、抱え上げづらい方)を中心として
活用。
・スタンディングリフトでは、トイレ利用
や立位保持訓練も兼ねて使用している。42
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ノーリフティングケアでアセスメントした利用
者様をケアプランに反映し実施！（３月から）
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福祉用具購入の流れ。

①アセスメントシートを活用。福祉用具検討

②福祉用具レンタルして活用。(職員の技術指導)

③モニタリング(利用者様に使用)

④評価

⑤福祉用具導入。
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福祉用具の管理

・リクライニング式車いす 24台

・車いす（通常タイプ） 40台

・跳ね上げ式車いす ４台

浴室

・特殊浴槽 1台

・座位入浴装置 1台
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研修中に購入した福祉用具一覧

•スライディングボード ２枚

•スライディングシート ４枚

•グローブ ３組

•ムーブボード(大)外介助用 １枚

•ムーブボード(小)中介助用 １枚

•床走行リフト １台 スリングシート2枚

•スタンディングリフト １台 スリングシート2枚
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ベッド数
・手動ベッド 35台
・低床電動ベッド 6台
・電動ベッド（頭、高さ） 18台
・電動ベッド（頭、高さ、足） 2台
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取り組み結果と今後の課題
〇職員の変化

・まだ全員ではないが、積極的にノーリフティングに取り組むスタッフが
増えてきている。

・初めは乗り気では無いスタッフも「この利用者様には、リフト使えると
思うんだけど…」という福祉用具の提案の声も挙がる様になってきている。

・抱え上げ介助が少なくなり、腰痛の減少も見られるようになった。

〇利用者様の変化

・リフト等行うことで立位姿勢や座位姿勢が良くなった。

・廃用性があった方でも、トイレに行きたいと意欲的に声が出る様になっ
た方がいる。

・痛くない、楽だねえと利用者様から声が挙がり実感してもらえている。
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〇今後の課題

・全職員がノーリフティングに取り組んでもらえる様に今後
も職員を巻き込んでいき、習慣化・定着化していけるように
寄り添っていく。

・利用者様にも職員にも安心で安全なケアが実証できるよう
に今後も取り組んでいき、双方優しいケアを目指していく。

・抱え上げ0を目指すため、今後も利用者様をアセスメント
していき、適合する福祉用具や環境を整えていきたい。

・ノーリフティングケアを他の事業所や地域にも伝えて行け
るように対策していき、全員が安心で安全なケアを取り組ん
でいけるように体制を作っていく。
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